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6 月 30 日，筑西合同庁舎にて第１回農業女子会を

開催しました。今回の講座では，はじめに主催者から

挨拶と激励を行い，各人の紹介，今後の日程の説明を

行いました。その後生活実験室に場所を移し，「梅で夏

を乗り切ろう～ 簡単！！梅のジュース，ジャムを作ろ

う～」と，梅ジュースやジャム作りに取り組みました。

はじめはぎこちない雰囲気で譲り合いながらの作業 

  

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

県西農林事務所 経営・普及部門 

（筑西地域農業改良普及センター）発行 

Tel：0296(24)9206 iFax：0296(24)6979 

第 1 回農業女子会を開催しました！ 

県西ハウス梨部会が初出荷を行いました！ 

7 月１日，県西ハウス梨部会がハウス幸水の初出荷を行いました。  

初日は下妻市・結城市の加温ハウス生産者 2 名が計８コンテナを出荷し，部会員らが目揃えを行

った後に手詰めで選果を行いました。3 日からは選果機を稼働しての本格出荷となります。  

本年のハウス梨は開花期の天候にも恵まれ，その後の果実肥大も良好で，昨年より 2 日早い初出

荷となりました。生産者からは，色上がりもよく芯腐れ果の発生も少なく良い仕上がりという声が

上がっていました。  

県西地域のハウス梨は近年栽培面積が減少する傾向にありますが，当部会では出荷シーズンのス 

今年も夏がやってきました。 

植物も人も，体調管理を十分にお気をつけ下さい。 

 
タートとなるハウス幸水の品質が，露地栽培を含めた一年間

の産地評価に大きな影響を与えると考え，厳しい選果をおこ

なうことで産地のブランド力向上に取り組んでいます。その

結果，昨年度は平成 13 年以来長らく達成していなかった平

均単価 500 円/kg という目標を達成し，今年度も昨年と同

様の高単価での販売を実現しようと意気込んでいます。  

ハウス梨の出荷は 7 月下旬まで続き，その後ほぼ切れ目な

く露地の幸水の出荷が始まる見込みです。  

 

でしたが，次第に和み，「何を栽培していらっしゃるん

ですか？」，「ジャムはどのくらい煮詰めたらいいんだ

ろう」などと，リラックスした会話が増えていきまし

た。 

 農産加工の後には，普及センターから，真夏の農作

業を乗り越えるために役に立つグッズを多数紹介しま

した。講座終了後も沢山の情報交換が行われました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

皆様のご意見，情報お待ちしております。 

農事組合法人「にいぼり」設立総会を開催しました！ 

6 月 7 日，下妻市の新堀集落営農組合は，「農事組合法人にいぼり」の設立総会を開きました。

組合員 25 人，経営面積 43.4 ヘクタールで，市内では初の農事組合法人となります。 

もともと営農組合は，2006 年に導入された品目横断的経営安定対策に対応するために設立され

ました。設立当初から法人化に向けた会合や先進地視察を繰り返し，昨年度からは市，ＪＡ，中央

会，普及センターも交えた会合を重ね，今回の設立合意に至りました。 

総会では，共同作業の効率化，資材の共同購入，利用権設定を一層推進し，安定的で持続性のあ

る農業経営基盤の確立，構成員の経済的利益の向上，地域の活性化への寄与という定款が掲げられ

ました。今後は，農地中間管理事業の活用を検討します。 

農業大学校 学生募集中！！ 

平成 28 年度の茨城県立農業大学校学生募集

案内が発表されました。出願書類，選抜方法

などの詳細は農業大学校のホームページをご

覧いただくか，下記にてご確認ください。 

農業大学校 入試事務局 

〒311-3116  ℡ 029-292-0010 

茨城県東茨城郡茨城町長岡 4070-186 

 

 

普及員のひとりごと・・・髙木 嘉明 

 

 

 

常陸大宮普及センターからの異動で参りました。当地でのイネ縞葉枯病につ

いて，約３０年前の農業試験場（当時）での抵抗性品種（月の光）選定や，７

年前の防除所でのヒメトビウンカ保毒率調査の記憶が蘇りました。再流行に何

やら因縁めいたものを感じます。何とか抑え込んでいきたいものです。 

 寝る際にとうとう

扇風機を使うように

なりました。冷房は

使わないように頑張

ります。（谷口） 

～編集後記～ 

 

普及センターでは、平成24 年度から黄色粘着板によるコナジラミの発生予察を行っています。本年

の 7 月上旬時点では大発生年であった平成 25 年並の捕獲虫数となっていますので，トマトでは黄化

葉巻病防除のため育苗～定植後 1 ヵ月間の防除を徹底するとともに，ハウス外周への黄色粘着板の設

置など物理的対策も行うようにしましょう。 

今年度のコナジラミ発生状況について 

についてて～ 

 


